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第１回の振り返り

ながくて幸せのモノサシづくりとはながくて幸せのモノサシづくりとは



日本一幸せ感が高い福祉のまちを目指して

ながくて幸せのモノサシを活かした仕組みづくりとは・・・

市民と行政が協働する新しいまちづくりの仕組み

• モノサシを活用した新しい仕組みづくりに必要なこと

1 地域独自のよりよい将来像を持つ

２ 地域のことや暮らしをよく知り、把握する

３ 地域の暮らしとビジョンに結びつく指標を見つける

４ 地域の暮らしの質を高める工夫を考え行動する

幸せの
モノサシ



ながくて幸せ実感

広め隊結成！広め隊結成！



�ながくての幸せづくりにつながる活動に取り組
む市民やグループの掘り起こし

�具体的に共感できる活動内容の紹介

�その活動の伸びを測るモノサシを考えてみる

�「幸せ実感UP最前線！」コラム化�「幸せ実感UP最前線！」コラム化

�「幸せ実感フォーラム」実践活動の報告

�「幸せ実感トークセッション」がんばっている
人たちのトークショー



広め隊のめざすもの

• 2050年に長久手が日本（いや、世界）
の中で、活き活きとそして幸せな暮らし
のできる地域であるために、「これこそ
ながくての幸せまちづくりの種になるん
じゃないか」という活動を見つけていきじゃないか」という活動を見つけていき
ましょう。

• 広め隊は、みなさん自身が育てていく活
動です。



広め隊活動で

現状

今の取組・活動
の状態

将来像
こんなふうにしたい

↓

良い状態

取組・活動
気づき・工夫

指標指標指標指標
（モノサシ）（モノサシ）（モノサシ）（モノサシ）

紹介した取組・活動に共感するひとが増えて、

ながくて全体の幸せ実感が高まるといいなぁ



第1回ワークショップでは











プレゼンから

• バスの不足

• 保育園の数

• こどものスペース

•乗合している人やなかま

•みんなで育てるグループ

•みんなに開放の家

•声かけあい、誘いあい
• こどものスペース

• 参加の周知
•声かけあい、誘いあい

•すでにやっているんじゃないの？


